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Q ハザードマップとはどのようなものですか。

A 大規模な自然災害のときに、被害を受けると予想される場所や程度な
どを示した地図の総称です。被害の可能性がある場所を国や都道府県など
が指定し、その地域の市区町村が作成するのが一般的です。地図の上に、
水害や噴火などが起きた場合の被害予想や避難場所、役所、消防署、警察
署の位置などを記載します。住民による備えを支援し、災害時の被害を軽
減するのが目的です。

Q 1枚の地図に書かれているのですか。

A ハザードマップは通常、災害の種類ごとに作られます。多くの自治体が
公表するのが「洪水」と「土砂災害」のハザードマップです。洪水は過去に観
測された最大規模の雨が降ったときに、河川の氾濫で浸水する可能性があ
る場所やその深さなどを示します。河川から距離があり、標高が高い場所
などは無色、浸水が小さい場合は薄い色、深刻になる場合は濃い色など、
ひと目で分かるようにします。土砂災害は台風や大雨による崖崩れや土石
流、地滑りの危険性がある地域などを表示します。

Q 自宅周辺の状況が分かるのは便利ですね。

A 浸水関連では大雨で下水道が排水できなくなる「内水」、台風など低気
圧での海面上昇による「高潮」、地震による「津波」もあります。まとめて「水
害ハザードマップ」として公表する自治体もあります。

Q ほかにはどのような災害が対象になっていますか。

A 火山周辺の自治体では火山の噴火による災害予想をまとめています。
噴石や火砕流、火山灰、溶岩流が及ぶ想定範囲などを記載しています。地
震の被害をまとめたものもあります。例えば東京都の「地震に関する地域
危険度測定調査」では、地震による建物倒壊の危険性や火災発生による延
焼の危険性などを総合的に評価。危険度を地域ごとに色分けした地図や一
覧表を作成しています。

Q ハザードマップはどこで見られるのですか。

A 自治体が印刷物を住民に配布したり、サイトで公表したりしています。
国土交通省が運営する「ハザードマップポータルサイト」では、自分が住
んでいる自治体などがサイト上で公開するハザードマップを選んで見ら
れます。任意の場所で洪水など複数の災害について被害予想を重ねて
表示するといった機能もあります。

Q 具体的にはどのように活用するとよいのでしょうか。

A ハザードマップを確認する機会の一つが住宅を買ったり借りたりす
るときです。家がある場所の災害リスクを事前に確認しておけば、価格
の妥当性などを判断するのに役立ちます。2020年の宅地建物取引業
法施行規則の改正では、不動産取引の際に洪水、内水、高潮といった水
害リスクをハザードマップで示すことを不動産業者に義務付けました。
もちろん、今の家のリスクや避難場所を確認することも重要です。

Q 既に家を持っている場合は。

A 保険の契約内容や補償額の見直しに活用できます。例えば自宅が水
害で被害を受ける可能性が非常に低い場合は、火災保険の「水災補償」
を外して保険料を節約することが選択肢になります。自動車保険では車
の水没を補償する車両保険を外し、保険料を抑える方法もあります。た
だ、ハザードマップは不定期に更新されることがあります。ファイナンシ
ャルプランナーの清水香氏は「定期的にハザードマップを見直し、保険の
契約内容が適切かを確認してほしい」と助言しています。

今月もウォーキングにお付き合いください第21回
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石川町駅から元町を通り抜けて山下公園～赤レンガ倉庫～臨港パークへと周遊す
るウオーキングコースは定番ではあるが、今日は元町から山下公園ではなく新山
下～本牧方面へと足を進めることにする。

元町もお店の顔ぶれがずいぶん変わり、寂しい限りだ。そんな中パン屋の「ポンパ
ドール」は40年以上前から同じところに陣取っている。学生のころ元町のレストラ
ンでアルバイトをしていた頃、調達でポンパドールと「もとまちユニオン」にはよく
行ったものだ。

靴の「ABCマート」がみえる。元町で靴といえば「ミハマ」だろうと言いたいがこれ
も時代の流れか。元町商店街の出口にある「元町プラザ」はそのままだった。元町

プラザのちょっと手前の坂道を上ったところに「クリフサイド」があったがまだあ
るのだろうか？クリフサイドで名前は忘れたが中国人歌手のコンサートを見た
覚えがある。もう30年くらい前の話だ。一緒に行った相手は今どうしているの
だろうか。古き良き時代だった頃の思い出話だ。元町プラザから山下公園と反
対方向に向かう。昔「バンドホテル」だったところが「ドン・キホーテ」になってい
る。これも時代の流れか。バンドホテル最上階にある「シェルルーム」が有名であ
ったが、ちょっと高くてなかなか手が出なかった。40年くらい前にライブハウス
がオープンして「桑田佳祐」や「安全地帯」歌っていたらしいが彼らがメジャーに
なる前の話であろう。
本牧方面に足を進める。左手の運河の先に大きな商業施設が見える。運河に掛
かった橋が「新開橋」その先に「見晴橋」「鴎橋」と続く。この辺に確か「ジョイポリ
ス」というテーマパークがあったような気がする。子供達から連れて行ってくれ
とせがまれ、場所だけ調べた覚えはあるが、行った記憶はない。

「見晴トンネル入り口」の信号だ、この信号を左折すると本牧通りに出るが、ま
だまっすぐ行くことにする。
暫く歩くと蕎麦屋の「味奈登庵」があった。このお店ではないが、長男が学生の
頃アルバイトしていたので蕎麦が食べたくなると味奈登庵に行く習性がある。
この味奈登庵の「富士山もり」はすごいボリュームだ。一度ご賞味あれ。大食漢
にはもってこいだ。
この先を左手、海寄りに歩いていくと「本牧海釣公園」があるが今日は素通りし
て「本牧市民公園」の脇を通って根岸駅に向かう。
途中「グランドメゾン三渓園」というマンションが、丘の上にそびえたつ。ここか
らは丘の上までエレベーターかエスカレーターで上っていくだろう。見晴らしは
最高に良さそうだ。
住むにはというと疑問符が付きそうだ。「住めば都」とはよく言ったもので、今
の住まいには十分満足している。

更に足を進めると「ラーメン大将」本牧本店が見えた、開いていれば食べていき
たいところだが、まだ9時前、この時間では無理だろう。釜利谷店では食べたこ
とがあるが、なかなか美味しいラーメン屋さんだ。こちらも一度ご賞味あれ。
今日のお昼は蕎麦かラーメンか迷うところである。

根岸駅着9時20分 今日のウオーキングは終了。

今年も大雨による水害が相次ぎました。自然災害に備える第一歩は自分の生活圏にどのようなリスクがあるかを把握
することです。自治体などが作成するハザードマップでは水害のほか、地震や火山などの「危険度」も分かります。

弊社では、ハウスメーカー様からの依頼を受け
物件毎のハザードマップの編集・まとめを請け負
っております(年間4000件以上) 。作成費用は1件
3,000円（税別）です。サンプルも用意していま
すので、担当営業に申し付け下さい。


